
 授業紹介 美術科      授業の一部をご紹介します。  

 ２年生  

◇ 「音楽と映像のコラボレーション」 （デジタル描画・動画制作） 

デジタルで制作した画像を利用し、動画を作成しました。アルファベットの中に多くの

植物が描かれる画像で、その植物の写真を画像検索し、写真から色を取り出すアプリ機

能を使うなど、描画スキルを学びました。また、動画制作を通じてメディア表現の幅を

広げました。 

出来上がった動画は、昨年１１月２日に開催された「たまがわフェスティバル文化の部

―学年発表」で２年生の『ダイナミック琉球』で、生徒たちの歌う姿のうしろにある舞台

スクリーンに投影する形で披露しました。歌詞に合わせて、アルファベットが動くという

動画も、美術の授業中に生徒たちが作成しました。 

→使用アプリ：  ibisPaintX （デジタル画）、Power Point （動画） 

 

 

 

 

 

 

 

 



◇ 「美術館のオープンデータを活用したミュージアムグッズデザイ
ンを通じて学ぶ著作権と鑑賞の学習」 
（デジタル描画・デジタルアーカイブ活用・著作権学習・産業基礎とコラボレーション） 

美術館のデジタルアーカイブ化された国宝や重要文化財などの所蔵作品のオープン

データを活用したミュージアムグッズデザインと鑑賞学習、それに伴う著作権学習です。 

大阪市立東洋陶磁美術館のオープンデータ（https://websites.jmapps.ne.jp/mocoor/）

は、利用規約を満たせば誰でも申請なく無料で利用可能で、高精細・高解像度の画像が

提供されています。この画像を使って作品鑑賞をしたのち、スマホケースなどのミュー

ジアムグッズデザインをデジタルで制作し、作品情報を入れた商品タグを作る際には、

会社に見立てたチームを組み、ロゴ作成にイメージカラー決めなどもチーム内で相談し

ながら行いました。   

ミュージアムグッズデザインは、たまがわフェスティバル文化の部で展示をし、来場者

と生徒に、どのチームのデザインが良いかを投票してもらいました。（チーム⑩が２１票

で１位、チーム⑮が１８票で２位、チーム⑯が１２票で３位でした）。チームで協力してひと

つのものを作る楽しさを実感しました。 

利用規約を理解するにあたり、パブリックドメイン（P/D：著作権消滅）を理解し、メデ

ィアリテラシーを学び、社会資源である美術館のデジタルアーカイブの利活用スキルに

ついても学びました。 

https://websites.jmapps.ne.jp/mocoor/


また、産業基礎分野ともコラボレーショ

ンし、国宝などをデザインしたものを木工

品に刻印し、たまがわフェスティバル文化

の部で販売したところ好評で、製品は完売

しました。 

生徒たちは、メディアリテラシーについて正しく学びながらデジタルデザインスキル

を身につけ、さらに表現の幅を広げました。 

→使用アプリ：  ibisPaintX （デジタルデザイン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１位 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２位 ３位 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◇ 「有田焼の絵付けデザイン」 

１月２９日から３１日まで、２年生は九州地方の長崎県、佐賀県、福岡県へ 2泊 3日の

修学旅行へ行きます。佐賀県の有田ポーセリンパークの工房では、有田焼の六寸皿に

絵付けをします。 

ミュージアムグッズデザインで、生徒たちは、大阪市立東洋陶磁美術館の陶磁器作品

を数多く鑑賞し、収蔵作品への愛着も深まり美術館への興味も大変高まりました。 

有田焼の絵付け体験を、陶磁器への理解と学びをさらに深める体験にするためと、

修学旅行の思い出の一皿を制作するため、訪れる地域で指定されている花木や鳥、魚

などを調べ、さらに花言葉や魚言葉、何を象徴しているかなども調べ、デザイン画を描

いたり、国語で学んだ俳句を詠み、皿のデザインを考えました。 

 明治時代まで、日本の家庭では、焼き物を日常で使いながら飾っても楽しむという文

化がありました。この修学旅行で作った六寸皿を、飾っても楽しめる芸術品としての一

皿を作ろうということで、生徒たちは思いを込めてデザインしました。絵付けは筆描き

なので、画用紙に墨汁を付けた筆で練習をしました。窯で焼かれることで、どんな六寸

皿になるのか、非常に楽しみです。 

（デザインのワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 



（仕上がった有田焼六寸皿） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

美術館や博物館では、陶磁器など文化財を地震などから守るため、展示台にテグス

で固定するという方法が主です。そこで授業でも、この「テグスかけ」を体験し、文化財

を守る方法と技術について学びました。 


